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                                                　　  　　　　　椿泊小学校 
　　　　　　　　　　泊洋だよりもいよいよ最後となりました。３月１日に閉校式を終え、
　　　　　　　　　残りの学校生活を子どもたちと共に大切に送っています。この一年、
　　　　　　　　　子どもたちが楽しく生き生きと活動し，明るく元気な声が響く学校を
　　　　　　　　　めざし、職員一丸となって教育活動に取り組んで参りました。子ども
　　　　　　　　　たちは、「みんな仲良く元気に」の校訓通りの学校生活を送ることが
　　　　　　　　　できたと感じています。特に閉校が決まった６月からは、「最後の」
　　　　　　　　　がつく行事等を通して大きく成長することができました。保護者の皆
様や地域の皆様のご支援とご協力に支えられ、名残惜しいですが、この一年を終えられる
ことをこの場をお借りして感謝申し上げます。 
　さて、３月です。卒業式に向けて、それぞれの学年の修了式に向けて今年度のまとめを
していきます。よろしくお願いいたします。 
 

海の子フェスタ 
　２月１日、地域の方や前教職員の方を招いて、学習発表会「海の子フェスタ」を開催し
ました。最後の発表会ということで、たくさんの方だ来てくださいました。本校の校訓「み
んな仲よく元気に」のもと、地域の方々とさらに仲よくなりたい。そして、元気になって
もらいたい。とがんばりました。演技のたびに温かい拍手をいただき、子どもたちは満足
そうでした。また、PTAを中心に食品バザーも開いて大盛況でした。お越しくださった皆
様、ありがとうございました。 

 
 
 
 
 

 　
　
　
　
　
 
 
 
 
 
 

 　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橘小との交流学習                                          
　２月10日、橘小学校と交流学習をしました。４月から橘小の子と共に学校生活を送る泊
っ子がいます。４時間目に各学級で自己紹介をしたり、ゲームをしたりしながら交流をし
て、給食をいっしょに食べました。そして、昼休みも共に過ごしました。互いにコミュニ

 ケーションを楽しみ、充実した時間を過ごしました。

閉校式典  
　3月1日、椿泊小学校閉校式典が開催されました。 
　1部では、市長様、教育長様、議会議長様より心のこもった挨拶を頂きました。そして
児童挨拶では、全児童10名が、「ここで過ごす時間が終わってしまうと思うと、とても悲
しい。」「この体育館も教室も運動場も、すべてが私たちの宝物。」などと、閉校に当たっ
ての思いを力いっぱい伝えました。校長の挨拶の後、児童と教職員が起立して校歌を歌い
ました。ご臨席いただいている方のなかにも、起立して歌ってくださる方がいて、式場が

 学校を愛する思いでいっぱいになりました。
　2部は、皆谷尚美さんによる「閉校・思い出コンサート」でした。美しいピアノ演奏と
歌声が響き渡り、式典をより心温まるものにしてくれました。児童や教職員とのコラボ演

 奏もあり、心に残る思い出になりました。ありがとうございました。
　式典の準備や片付け、駐車場の整理など、教育委員会の方や保護者の皆様には大変お世

 話になりました。
 　ご臨席いただいた皆様、本当にありがとうございました。

5 木 ⑤６年生を送る会  20 金 春分の日
7 土 スクールバス乗車体験・二中見学 ６年  23 月 PTA会計等監査
9 月 卒業式予行　5時間授業 14:30下校  24 火 修了式・離任式 給食なし11:00下校
11 水 ６年生修了式 ６年生13:20下校  25 水 春休み始まり～4月7日まで 
12 木 卒業式10:00～給食なし２･４年11:50下校 　　　　 新中学生8日まで
14 土 スクールバス乗車体験　２･４年  27 金 保護者会18:00～

３月行事予定



 
　 創 立 １ ５ １ 年 。  
 
　 椿 泊 小 学 校 は 、 こ の 椿 泊 の 地 で 、 幾 代 に も わ た る 子 ど も た ち の
笑 顔 と と も に 歩 み 続 け て ま い り ま し た 。明 治 ７ 年 ６ 月 に 創 立 さ れ 、
明 治 ２ ８ 年 、 椿 泊 尋 常 小 学 校 と し て 現 在 の 森 氏 城 跡 に 校 舎 が 建 て
ら れ ま し た 。  
　 明 治 、 大 正 、 昭 和 、 平 成 、 令 和 の 時 代 と 共 に 歴 史 を 歩 ん で ま い
り ま し た 。 森 家 ゆ か り の 学 校 、 海 と 共 に あ る 学 校 と し て 、 伝 統 的
な 学 校 行 事 で あ る 、 森 氏 の 墓 清 掃 や 学 校 前 の 浜 の 清 掃 は 、 現 在 も
受 け 継 が れ 、 児 童 に 先 祖 を 尊 ぶ 心 や 海 を 大 切 に す る 心 を 育 ん で い
ま す 。  
 
 
　 本 校 の 校 訓 は 「 み ん な 仲 よ く 元 気 に 」。  
　 そ の 言 葉 は 、 単 な る 目 標 で は な く 、 日 々 の 姿 そ の も の で し た 。 
　 昼 休 み に な れ ば 、 児 童 １ ０ 人 全 員 が 集 ま り 、 そ こ に 教 職 員 も 加
わ っ て 一 緒 に 遊 ぶ ― ― そ ん な 学 校 で し た 。  
　 学 年 を 超 え 、 先 生 と 子 ど も の 垣 根 も 超 え 、 み ん な で 笑 い 、 み ん
な で 走 り 回 る 。 そ の 光 景 は 、 小 規 模 校 で あ る 椿 泊 小 学 校 だ か ら こ
そ 生 ま れ た 、 か け が え の な い 宝 物 で す 。  
　 児 童 数 は 少 な く と も 、 一 人 一 人 の 存 在 は 大 き く 、 誰 一 人 欠 け て
は な ら な い 大 切 な 仲 間 で し た 。 上 級 生 の 優 し さ が 下 級 生 へ と 受 け
継 が れ 、 そ の 温 か な つ な が り が 学 校 を 支 え て き ま し た 。  
　 運 動 会 や 様 々 な 発 表 会 で も 、 全 校 が 一 つ に な り 、 全 力 で 取 り 組
む 姿 が あ り ま し た 。 そ の 真 剣 な ま な ざ し と 輝 く 笑 顔 は 、 こ の 校 舎
に 息 づ い て い ま す 。  
 
 
　 本 年 度 を も っ て 、 椿 泊 小 学 校 は そ の 歴 史 に 幕 を 下 ろ し ま す 。  
し か し 、 こ こ で 育 ま れ た 思 い や り や 元 気 、 そ し て 、 人 と 人 と の 温
か な 絆 が 消 え る こ と は あ り ま せ ん 。  
 
 
　 長 き に わ た り 、 本 校 を 支 え て く だ さ っ た 地 域 の 皆 様 、 保 護 者 の
皆 様 、歴 代 の 教 職 員 の 皆 様 に 、心 よ り 感 謝 申 し 上 げ ま す 。純 粋 で 、
礼 儀 正 し く 、 出 会 う 人 を 幸 せ な 気 持 ち に さ せ る 人 間 愛 あ ふ れ る 子
ど も た ち 。 皆 様 の 深 い 愛 情 が あ っ た か ら こ そ 、 こ の よ う な 子 が 育
つ 、 誇 り 高 い 学 校 は 歩 み 続 け る こ と が で き ま し た 。  
　 特 に 、 学 校 を 閉 じ る こ と が 決 ま っ て か ら は 、 地 域 や 教 職 員 の 皆
様 に ど れ だ け 愛 さ れ 大 切 に さ れ て き た か を 深 く 感 じ る 日 々 で し た 。 
 
 
　 椿 泊 小 学 校 は 閉 校 い た し ま す 。  
け れ ど も 、「 み ん な 仲 よ く 元 気 に 」 の 心 は 、 こ れ か ら も 椿 泊 の 地
で 、 そ し て こ の 学 校 に 関 わ っ た す べ て の 人 の 心 の 中 で 生 き 続 け ま
す 。  
　  
 
　 １ ５ １ 年 間 、 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
　  
 
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 令 和 ８ 年 ３ 月 １ 日 　 　  
 
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 阿 南 市 立 椿 泊 小 学 校 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 校 長 　 金 森 　 利 至  

 
 
 
 
 
 

　これまで泊洋だよりを  
 

読んでいただき  

　  

　ありがとうございました  
 

 　　　　　　　　　　　　　　　　
 
 
 
 
 
 

 
 



 


